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2016 年 2月 11日  

FISU 主催・第一回世界学生スキーオリエンテーリング選手権大会が開幕。 

栄光のトップスタート選手は戸田聖人（日本）（北海道大学） 

 

 

オリエンテーリングはオリ

ンピックへの階段をまた一

つ登った。 

 
2016 年 2 月 11-15 日 ロシア・トゥーラ 

世界学生オスキーリエンテーリング大会 

 

 

戸田はレジェントとなった 
FISU（国際学生スポーツ連盟）主催で

開催される、初めての世界学生スキー

オリエンテーリング選手権大会が、ロ

シアで開催された。第一回大会の最初

の種目となったスプリント種目におい

て、トップでスタート切ったのは日本

の戸田（北海道大学）。 

どんな競技であろうと、抽選の結果で

あろうと、第一回目の世界大会のトッ

プスタートというのはそれだけで価値

がありそうな気がする。この日、ニッ

ポンの戸田は世界のレジェンド（伝説）

となったのだ。 

同時に、いきなり世界の壁の高さを見

せつけられたのもこのスプリント競技

だった。これは手ごわい。 

 

 

 
スプリント女子結果（2 月 11 日） 

1 MORSKY Sonja FIN 0:10:13,1 

2 KASKINEN Mira FIN 0:10:18,7 

3 KUDRE Daisy EST 0:10:30,2 

22 渡辺志保 日本 0:19:35,1 

23 島貫なつみ 日本 0:19:35,8  

24 西方美羽 日本 0:19:49,9 

25 吉岡梨花子 日本 0:25:59,0 

 

スプリント男子結果（2 月 11 日） 

1 BELOMAZHEV S. BUL 0:10:55,4 

2 YAZYKOU Yury BEL 0:11:00,9 

3 KOTRO Tuomas FIN 0:11:15,9 

26 石原拓巳 日本 0:15:04,5 

28 岸祥太郎 日本 0:19:27,6 

29 後藤孔要 日本 0:19:50,7 

30 戸田聖人 日本 0:21:43,5 

 

 
ドローン撮影された戸田の映像は 

全世界に生中継された。 

 

見せるオリエンテーリング！ 
2 日目に行われた種目は「パシュー

ト」。聞きなれないこの種目。フット O

で言うところの「チェイシング形式」

の競技である。 

 
パシュートスタート生中継画像 

 

パシュート種目は前日のスプリント

種目のタイム差で次々と選手がスター

トする。競技は前日のスプリント種目

との合計タイムで競われる。つまり先

にフィニッシュした者が勝つ。観戦し

ている者に判りやすいだけでなく、競

い合っている選手にも自分の勝負がリ

アルタイムに判る。 

世界学生大会、そして冬季ユニバー

シアード、冬季オリンピックと進むに

つれ、こうしたエリート競技会では観

戦者ウケ、メディア受けする種目が重

要視されてくるだろう。 

 

オリエンテーリングの新時代 

 

イベント 

報告 
木村佳司 

世界学生スキーオリエンテーリング選手権大会  2016 年 2 月 11-15日 ロシア連邦トゥーラ 
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パシュート競技女子結果（2 月 12 日） 

1 ULVENSOEN A. NOR 0:22:27 

2 PUSA Sanna FIN 0:23:02 

3 MORSKY Sonja FIN 0:23:19 

20 渡辺志保 日本 0:36:38 

21 島貫なつみ 日本 0:40:44 

23 西方美羽 日本 0:53:31 

24 吉岡梨花子 日本 1:02:39 

 

パシュート競技男子結果（2 月 12 日） 

1 BELOMAZHEV S. BUL 0:33:01 

2 LINNAINMAA T. FIN 0:33:25 

3 UUSITALO Jyri FIN 0:33:31 

26 石原拓巳 日本 0:52:30 

28 岸祥太郎 日本 0:58:07 

29 後藤孔要 日本 1:06:31 

30 戸田聖人 日本 1:13:04 

 

 
パシュート競技でベラルーシの選手に競り

勝った島貫ひとみ（日本）（旭川大学）。こ

の距離差、タイム差がそのまま競技結果と

なる。 

 

 

 

 

 

国別対抗で熱くなる！ 

3 日目も熱くなる競技が組まれた。男

女 1 名ずつ合計 2 名で行われる国別対

抗のリレー競技だ。1回あたり短い距離

のコースを滑り、2名で合計 6走区を滑

るのだ。 

・国別対抗 

・一斉スタート 

・何度も会場でチェンジオーバー 

・男子エースと女子エースの総合力 

盛り上がらないわけがない。会場か

らのネット中継画像にも何度も選手が

現れるし、順位の変動も頻繁に起こる。

まさに見せるためのスポーツの形がス

プリントリレーなのだ。 

 
国別対抗男女混合スプリントリレー（2月14日） 

1 ノルウェー 0:35:35,1 

2 フィンランド 0:36:05,2 

3 フィンランド 2 0:36:14,6 

4 ロシア 0:37:07,3 

5 ノルウェー2 0:37:56,1 

6 チェコ 0:38:20,2 

7 ブルガリア 0:38:26,8 

8 ロシア 2 0:38:27,3 

9 チェコ 2 0:39:15,3 

10 ベラルーシ 0:39:27,1 

11 エストニア 2 0:40:49,3 

12 エストニア 0:42:05,0 

13 スウェーデン 0:45:56,5 

14 スロバキア 0:48:15,6 

15 日本 0:49:20,2 

（石原拓巳・渡邊志保） 

16 ベラルーシ 2 0:50:54,3 

17 日本 2 0:59:31,1 

（岸祥太郎・島貫なつみ） 

 

 

 
競り合う岸祥太郎（日本）（北海道大学） 

 

 

一斉スタートで熱くなる！ 

競技 4日目の最終日に行われたのは、

ミドルディスタンス競技。一斉スター

トし、2枚の地図を使ったワンマンリレ

ー形式で行う。いちばん最初にフィニ

ッシュしたものが優勝者となる。最後

の最後まで観客ウケ・メディア受けを

狙った競技形式だ。 

こうしたワンマンリレー形式の競技

はスキーオリエンテーリングではロン

グ種目に採用されるのが今までの慣例

だったが、今回の世界学生大会ではミ

ドル種目で採用されている。何度も会

場や中間計時を通過する上に、ミドル

種目の場合は逆転が多く発生しやすい。

どこまでも観客志向の競技会なのだ。 

 

 

 

 

ミックスリレー日本チーム 渡辺志保（静岡大学）から石原拓巳（岩手大学）へチェンジオーバー 
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ミドル競技男子（2月 15 日） 

1 BELOMAZHEV S. BUL 0:35:37,5 

2 UUSITALO J. FIN 0:35:48,4 

3 LINNAINMAA T. FIN 0:35:56,8 

26 石原拓巳 日本 0:53:08,6 

28 岸祥太郎 日本 0:58:26,6 

29 後藤孔要 日本 1:06:14,5 

30 戸田聖人 日本 1:07:57,2 

ミドル競技女子（2月 15 日） 

1 KASKINEN M. FIN 0:34:21,1 

2 ULVENSOEN A. NOR 0:34:33,7 

3 MORSKY S FIN 0:34:45,8 

17 島貫なつみ 日本 0:47:02,3 

18 渡辺志保 日本 0:47:36,7 

21 吉岡梨花子 日本 1:14:22,0 

22 西方美羽 日本 1:18:12,4 

 

 

充実したネット中継 

今回の大会は中継が充実していた。

おそらく現地にいるのと同じか、それ

以上の情報がインターネットの向こう

側に配信されていただろう。 

各所に配置されたカメラを次々にス

イッチさせる放送設備、ドローンを使

った迫力ある映像、リアルタイムに字

幕が入って速報が表示される中継画像。 

会場では英語とロシア語の二か国語

で中継放送が行われ、そのままネット

映像に乗せて配信されている。 

さらに全選手に GPS が装着され、競

技の進行状況がリアルタイムに地図上

に表示される。 

もう完璧！ これ以上望むものは日

本語中継だけ？ 

 

 
Web 上で生中継された GPS トラッキング

の画像。石原拓巳（日本）が、ブルガリア

選手、スウェーデン選手と競り合っている

様子を地図上で見ることができる。 

 

 

ロシア 2019 に向け 

この世界学生スキーオリエンテーリ

ング選手権大会は IOF（国際オリエンテ

ーリング連盟）の主催ではない。この

大会は FISU（国際学生スポーツ連盟）

の主催大会だ。FISU はオリエンテーリ

ングだけでなく、あらゆる学生スポー

ツを世界的に統括している団体である。

有名な事業としては「ユニバーシアー

ド」がある。これは学生版オリンピッ

クとも言うべき事業で、2年に一度、西

暦の奇数年に各スポーツが一堂に集ま

って行う学生スポーツの祭典だ。その

ために各国は選手団を送り込んでくる。 

残念ながらオリエンテーリングは、

フット、スキー、MTBいずれもユニバー

シアードの種目にはなっていない。 

 

だが 2019年にロシアで行われる冬季

ユニバーシアードではスキーオリエン

テーリングが正式種目として実施され

ることが決定されている。FISU 主催の

国際マルチスポーツイベントでオリエ

ンテーリングが実施されるのは快挙で

ある。 

 
FISU（国際学生スポーツ連盟）のロゴ 

 

ユニバーシアードが開催されない西

暦の偶数年、FISU はスポーツ競技ごと

の世界学生大会を開催している。フッ

トオリエンテーリング競技は学生世界

大会が開催されるようになって久しい

が、スキーオリエンテーリングは 2016

年の今回から世界学生大会が始まった。 

 

 

IOF（国際オリエンテーリング連盟）も支援 

冬季ユニバーシアードでの競技実施

の先に、冬季オリンピックでの競技実

施を狙っている IOF（国際オリエンテー

リング連盟）では、今回のスキーオリ

エンテーリングの世界学生大会開催を

大いに歓迎している。IOFの会長も、今

回の開催にあたって現地入りしている。 

IOF のオリンピックプロジェクトは

冬季オリンピック入りそのものに向か

って努力もしているが、冬季ユニバー

シアードに向けての人的、技術的支援

も行ってゆくことになるだろう。 

 
IOF（国際オリエンテーリング連盟）のロゴ 

 

 

日本の貢献度は大きい 

こうしたオリエンテーリングのムー

ブメントに反応し、男女 4 名、合計 8

名の選手を送り込んだ日本の貢献度は

大変に大きい。 

リレーの結果を見てもらえばわかる

が、日本以外の参加国はすべてヨーロ

ッパである。もし日本が参加しなかっ

たら「ヨーロッパ学生スキーオリエン

テーリング選手権」になるところだっ

た。胸を張って「世界」と呼べる大会

になったのは、アジアから日本が大き

な選手団を派遣したことによる。 

開催国のロシアではこの意味をしっ

かり理解してくれていたようだ。今ま

でのロシアのイメージを覆すようなホ

スピタリティで日本選手団を迎え入れ

てくれたという。 

 

 
2月 14日はバレンタインディ。日本流の文

化をロシアの運営者にプレゼント。若者ら

しい国際交流こそが世界平和につながる国

際スポーツイベントの目的だ。 

（大会の公式アカウントからツイッターで

発信された写真より） 

 

 

次はエストニア 2018 
2019 年に向けてもうワンステップあ

る。2018 年には世界学生大会がエスト

ニアで開催される。これにも日本選手

を派遣すべく学生獲得活動を行う。こ

うした地道な獲得活動が、ひろくはこ

の競技の普及になってゆくはずだ。 

 
 

日本の課題は選手強化 

今の日本のスキーオリエンテーリン

グの実力では 2019年の冬季ユニバーシ

ハードに JOC から派遣してもらえるレ

ベルにはないだろう。まずは強化が課

題だ。 
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競技を終えて 

柴田達真（日本選手団監督） 

 
 

今回、初めて監督として海外遠征を

しました。この１年間、大会に参加す

る学生の発掘、トレーニング機会の創

出や指導など、出来る限りのことはし

てきたと思っています。成績自体は芳

しくありませんが、選手のみんなは、

色々な環境の中でトレーニングを重ね、

今持てる力を出しきってくれたものと

感じています。 

 

選手自身も、まだまだ大きな差を感

じる厳しい結果に終わっているとコメ

ントしていますが、実際は実力を鑑み

るに現段階としては想定通りの結果だ

ったと思っています。スキーを初めて 1、

2 年の選手がほとんどの中、世界学生選

手権の持つ意義を考えた上で、日本の

スキーオリエンテーリング界にとって

は、「投資」と位置づけてスタートして

いるものです。 

 

経験値が少ない中で、男女それぞれ 4

名が参加していること、各種目で多少

は海外選手と競いあう事ができたこと、

などを考えると、「成功」だと評価して

も全く問題ないと思っています。選手

はそれぞれ悔しい思いもしていますし、

この先に向けて、さらなる固い決意表

明もしてくれています。 

 

かつての日本代表として、そして今

回の監督として、「次回こそ」という思

いを持ってくれることほど、嬉しいこ

とはありません。学生たちの今回のチ

ャレンジに大いに敬意を表するととも

に、次回以降さらにスキーオリエンテ

ーリングの仲間が増えていくことを期

待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

渡辺志保（静岡大学） 

 
 

皆様あたたかい応援ありがとうござ

いました。第 1 回目の世界学生選手権

で FISUが主催ということもあり、大会

の盛大さ、おもてなしなど感銘を受け

ることだらけの素晴らしい大会でした。 

 

レースについては、同じテレインを

使っていることもあり、回数を重ねる

毎に調子を上げていくことができまし

た。私は、地図読みでいつも、ミスを

することが多いのですが、今大会では、

スプリント以外は、ツボることがなか

ったので、この調子でこれからもっと

地図読みの精度を上げていきます。 

 

私は、どちらかというと長い距離を

走れるレースが好きなので、ミドルに

重きを置いていたのですが、ミドルレ

ースの中盤で急な沢を横切る際、きれ

いに前のめりに転げ、マップホルダー

がぐんにゃりと曲がってしまいマップ

が見れなくなったため、手に持って残

りを走りました。この自業自得なアク

シデントによりタイムロスしてしまい

とても悔しかったです。 

 

今回の大会では、たくさんの収穫と

悔しい思いができ良い経験となりまし

た。この経験をこれからのフット O、ス

キーOに活かし結果に繋げていきます。 

 

 

島貫なつみ（旭川大学） 

今回は 4 種目に出場しました。同じ

テレインを使っていることもあり、試

合を重ねるごとにミスも減っていきま

した。しかし、１ポまでのミスがタイ

ムに影響している試合が多々あり、試

合序盤の冷静さ、地図読み、判断力の

正確さをもっと高めていく必要性をと

ても感じた試合となりました。もっと

攻めの走りと上位に食い込んだ走りが

できるようにしたいです。 

 

今回の参加にあたって、たくさんの

方々にご支援、ご声援していただきま

した。毎日、さまざまな応援のメッセ

ージをいただきとても励みになりまし

た。本当にありがとうございました。

今回の大会で得た経験を次へと繋げて

いきたいと思います‼  

 
 

 

西方美羽（北海道大学） 

 
 

今回は初めての海外、初めての国際

試合だったのですが、とても楽しむこ

とができたように思います。 

レースは 1 日目のスプリントはうま

くいったものの、パシュートとミドル

では中盤以降に大きなミスをしてしま

ったので、最後まで気を抜かずに走り

きることが大事だと感じました。タッ

チフリーということもあり 2 日目以降

はポスト周りで比較的スムーズに動く

ことができたので、その点はよくでき

たと思います。 

 

他の選手達と比べて圧倒的にスピー

ドが足りてないのでスキーの練習がも

っと必要なように感じました。良いと

ころと悪いところの両方を知ることが

できて良い経験になったと思います。 

 

最後になりましたが、大会前から本

日までたくさんの応援、ご支援などあ

りがとうございました。 
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吉岡梨花子（北海道大学） 

 
 

皆様、応援やアドバイス、励ましの

言葉など、ありがとうございました。

今回初めて、国際大会に参加しました

が、レベルの高さに圧倒され、あっと

いう間に終わってしまいました。最初

のスプリントでは、緊張や焦りからか、

地図読みが上手くいかない場面が多か

ったように思います。次のレースから

は、自分のペースで着実に行くことを

目標に取り組みました。結果、ミドル

では、大きなミスなく終える事ができ

たと思います。 

この大会に参加させて頂き、多くの

課題が残りました。スキーのスピード

が全く違うのは、これからの最も大き

な課題の一つだと感じました。これか

らも頑張っていきたいと思います。 

 

 

石原拓巳（岩手大学） 

 
 

この大会は、非常に多くのスタッフ

やボランティアの方々等の力によって、

盛大なイベントになっており、関係者

の人々のホスピタリティ、及び大会を

盛り上げようとする強い意志に、私は

参加する一人の人間として大きく感動

しました。 

さて、レースでは、他国選手と私と

の走力、判断力及びその速さに大きな

差があると痛感しました。私は自分の

進む早さに地図読みが追いつかずにツ

ボることが多く、走力ももちろんです

が特に地図読みの力を向上させなけれ

ばならないと思いました。最後に、春

にスキーO を始めてからここまでご指

導、ご支援を賜り、本当にありがとう

ございました。今後ともよろしくお願

い申し上げます。 

 

 

岸祥太郎（北海道大学） 

 
今回は全レースで大きなミスを連発

してしまい、後悔が残る結果となりま

した。しかし、画像でしか見た事が無

いようなコースを滑ることが出来たの

はとても面白く、良い経験になりまし

た。今後は読図能力とスキーのスピー

ドを高めるためにトレーニングに励み

たいと思います。 

最期になりましたが、今まで応援し

て下さった方々、本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

後藤孔要（筑波大学） 

 
 

外国人選手のスピード、体格。クモ

の巣の様なモービルトラック。演出用

の GPS、解説、動画配信。初のレース形

式。多くのカメラマンと観戦客。運営、

ボランティアのサポート。ロシアの食

事、気候、文化。外国人選手と交流。

常に刺激を受け続ける大会でした。 

すべてのレースが終わった今強く思

うことは”速くなりたい、外国人選手

と競い合いたい”ということ。多くの

応援、支援を受けて臨んだ大会でした。

貴重な経験ができたと考えています。

この経験を活かし、自分自身の成長と

日本のスキーO の成長に貢献できるよ

う活動していきたいと思います。 

 

 

戸田聖人（北海道大学） 

 
 

初めての世界大会は、驚きと戸惑い

を感じるうちに大会が終わってしまい

ました。大勢のボランティアと観衆、

自分のトップスピード以上で走り続け

る海外代表選手、GPSなど初めてのこと

に振り回されっぱなしでした。 

スプリント、パシュート、ミドルす

べてのレースで大きなミスをし、悔い

が残る結果となってしまいました。自

分の GPS トラックを見て、どこが悪か

ったのかを洗い出して修正したいと思

います。また、トップ選手の走法、シ

ョートカットの仕方など世界大会でし

か見ることのできないであろうことか

ら、多くのことを学ぶことができたと

思います。 

今大会で自分に足りないと感じたこ

と、トップスピードの向上や特にスピ

ードを出したままの読図を、来シーズ

ンまでにトレーニングを行い可能にし

たいです。 

最後になりましたが、昨年度初めて

スキーオリエンテーリングに触れた時

から今日までのご指導、ご支援ありが

とうございました。これからもどうか

よろしくお願いします。 

 

 

（記事・木村佳司） 


